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Ref

役員B

監督A

役員C

役員B

監督A

角田　拓海

(公財 )日本ハンドボール協会

野本　　孝

佐藤　紳之介

疋田　雅己

阿部　鉄矢

國學院栃木

漆原　慧聖

猿山　大翔

畑中　陸人

保栖　大登

泉川　祥吾

道浦　悠貴

竹田　敏行

廣富　駿

川面　璃斗煌

蓼沼　智明

小畑　秀斗

山口　十瑳

増田　楓大

小林秀峰

谷島　正孝

高山　洋太

吉野　想二郎

北ノ薗　亮魁

齊藤　心羽

鸙野　宏太

丸尾　涼太郎

坂元　太一

蝦名　慶大

村永　悠生

髙橋　孝太朗

中野　航汰

谷口　楓雅

大神　淳也

宮元　聖也

谷口　湧哉

蔵本　聖

川野　敦史

長友　優雅
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戦　　　　　　　　評

　通算42回の出場を誇る関東の雄國學院栃木高校と、第62回大会の覇者宮崎小林秀

峰高校が激突。注目の対決はスタートから両チームともエンジン全開となった。小

林秀峰⑪谷口⑧村永が鋭くシュートを決めれば、國學院栃木は⑬山口④保栖が豪快

にミドルシュートを叩き込む。互角の展開だったが、ここで先にペースを握ったの

は国学院栃木。長身の⑬山口②猿山のミドルとＧＫ①漆原の好セーブで6対3とリー

ドする。対する小林秀峰は鋭い動きで多彩な攻めを展開。⑪谷口⑨髙橋のカットイ

ン、②北ノ薗⑧村永のサイドシュートと、コートを大きく使った攻めで流れを引き

寄せた。16分過ぎに9対9の同点とし、さらにスカイプレーも飛び出すなど加速が止

まらない。⑩中野⑦蝦名が絡んだ連続得点で一気に差を広げた。国学院栃木も③畑

中⑤泉川の得点で追いすがるが19対13の小林秀峰6点リードで前半を折り返した。

　後半立ち上がりは互角の展開。国学院栃木②猿山⑪蓼沼が得点を決めれば小林秀

峰⑨髙橋④鸙野が取り返す。それぞれの持ち味を活かした攻撃が繰り広げられた

が、中盤以降もやはり小林秀峰の足が止まらない。スピード豊かなディフェンスか

らの速攻で流れを大きく引き寄せた。粘る国学院栃木だったが、終盤にも⑥坂元⑤

丸尾⑭谷口らが着実に加点した小林秀峰が、34対26で勝利した。

記載者氏名 石丸　敬之

得点合計

13 前　　半 19

31 日

種　　別 男子

チーム名

國學院大學栃木高等学校（栃木）

26
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回　　戦 ２回戦

チーム名

県立小林秀峰高等学校（宮崎）
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（ 日 ） 会　　場
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